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日本獣医生命科学大学（東京都武蔵野市）の長谷川大輔教授（獣医学部獣医学科 獣医放射線学研究室）を代表とする犬猫

のてんかん外科共同研究プロジェクトはこのたび、犬猫の難治性てんかんに対する脳波やMRIを駆使した外科治療の症例

を世界で初めて報告した。これまで難治性てんかんは患者と飼い主両方にとって負担の大きい治療であったが、外科手術

を行うことで発作頻度の減少やQOL（生活の質）の改善が認められた。この成果はオープンアクセス学術誌「Frontiers

in Veterinary Science」に近日掲載される。

【プロジェクトについて】

てんかんは人を含むほぼ全ての動物種で見られる脳の機能異常であり、ペットの犬猫でも最も発生頻度の高い脳疾患で

ある。また、そのうち約3割は、内科治療での発作コントロールが難しい難治性てんかんであるといわれる。

これまで難治性てんかんの犬猫は、複数の抗てんかん薬による多剤治療や、それによる副作用や脳障害などに苦しんでき

た。さらに飼い主にも精神的、経済的負担がかかり、動物と飼い主の両方に著しいQOL（生活の質）の低下をもたらしてき

た。

難治性てんかんは人のてんかんでもほぼ同率に認められるが、人では「てんかん外科」とよばれる脳外科手術が確立し、比

較的良好な治療成績を達成している。

こうしたことから長谷川大輔教授らは、科学研究費補助金＊の助成を受け、犬猫のてんかん外科の実現を目指したプロ

ジェクトを2017年よりスタート。プロジェクトのメインである臨床試験では、複数の獣医神経科専門医による厳格な審査と

発作動画記録、脳波および高磁場MRIを用いた診断に基づき、飼い主の同意の下、てんかん外科の適応とされた難治性て

んかんの手術を行っている。

【今回の症例報告について】

てんかん外科は、発作を起こす原因となっている部位（発作焦点）を切除する「切除外科」、発作焦点が不明あるいは切除

不能部位に焦点が存在する場合に発作の拡がりを抑える「遮断外科」、そして特定の神経を刺激して発作の発生を抑える

「神経刺激療法」の3つに分類される。

今回、学術誌「Frontier in Veterinary Science」に掲載される2つの症例報告は、同大で行われた猫の切除外科例

（片側海馬切除術）1と、麻布大学（齋藤弥代子准教授）にて行われた犬の神経刺激療法（頚部迷走神経を刺激する装置を埋

め込む迷走神経刺激療法）2。いずれも、術後において顕著な発作頻度の減少が認められた。そのうち迷走神経刺激療法を

行った例では、患者と飼い主ともにQOLの改善も認められた。

獣医療における脳波やMRIを駆使したてんかん外科はこれまで例がなく、今回のような人医療と同等の評価と1年以上の

追跡期間のあるてんかん外科の報告は世界初の事例である。

【てんかん外科共同研究グループ】

長谷川大輔（代表 日本獣医生命科学大学獣医学部 獣医放射線学研究室，生命科学総合研究センター脳研究分野 教授）

齋藤弥代子（麻布大学獣医学部 小動物外科学研究室(神経科) 准教授）

北川勝人（日本大学生物資源科学部 獣医神経病学研究室 教授）

金園晨一（どうぶつの総合病院 神経科主任）

内田和幸（東京大学大学院農学生命科学研究科 獣医病理学研究室 准教授） ほか

日本獣医生命科学大学の長谷川大輔教授（獣医学部獣医学科）らが

犬猫でのてんかん外科の2症例を報告

－獣医療における脳波やMRIを駆使したてんかん外科は世界初－
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発作焦点だった右海馬切除（赤矢印）が行われた

てんかん罹患猫のMRI横断面。青矢印は切除して

いない左の海馬。

VNS装置が埋め込まれたてんかん罹患犬の頚部レン

トゲン写真。白矢印は迷走神経に巻き付けられた刺激

電極。黄色矢印は刺激装置。

【参考図】

脳梁離断術が行われたてんかん罹患犬の術前（左）と術後（右）のMRI矢状断面。矢印は脳梁（白く伸びる帯）。術後

には認められない。
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